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2011年東北地方太平洋沖地震に伴う電離圏変動と微気圧変動の数値シミュレーショ
ン
Numerical simulations of atmospheric pressure perturbations and ionospheric oscillations
following the Tohoku earthquake
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2011年 3月 11日の東北地方太平洋沖地震に伴って、電離圏では全電子数（TEC）の変動が観測された。このうち震央
付近では約４分周期の変動が [Saito et al., 2011]、震央から遠い領域では数十分周期の変動が卓越し [Tsugawa et al., 2011]、
これらの最大振幅は同程度であった。また地表では Lamb波による微気圧の変動が観測された [Arai et al., 2011]。これら
の変動の源は震央付近の海面の変動と考えられている。本研究の目的は、これらの変動を数値シミュレーションで再現
することにより海面変動の時間・空間スケールを推定することである。
シミュレーションには３次元の非静力学大気圏ー電離圏モデルを用いた。波源にはある広さを与え、中心を震央の位

置に置いた。波源の領域内では減衰振動状に時間変化する鉛直風を入力した。その結果、地表付近では半波長が波源の
幅とほぼ等しい Lamb波、および周期が波源の変動周期とほぼ等しい Lamb波が励起された。観測された微気圧変動は、
波源の変動周期が 200秒、幅が海溝に平行な方向に 150km、海溝に垂直な方向に 100kmの場合に最もよく再現された。
一方、電離圏の４分周期と数十分周期の TEC変動の振幅比も波源の広さと周期によって変化したが、上記の設定では４
分周期の変動の振幅の方が２桁大きかった。TEC変動の振幅比を再現するためには、津波のように震央付近から伝播す
る波源をさらに加える必要があると考えられる。
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